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学  位：Ph.D.（経済学、シカゴ大学） 

略  歴： 1971 年北海道大学農学部農業経済学科卒業、1974 年東京都立大学大学院修士課程修

了、1979 年シカゴ大学大学院博士課程修了、同年エール大学経済成長研究所ポスト

ドクトラルフェロー、1980 年東京都立大学経済学部講師、1981 年同助教授、1991 年

同教授、1986–1989 年国際稲研究所（IRRI）客員研究員兼任、1993–1998 年国際食糧

政策研究所（IFPRI）客員研究員兼任、1991 年 4 月–2001 年 3 月東京都立大学経済学

部教授、2001 年国際開発高等教育機構プロフェッソリアル・フェロー、2001 年 4 月

–2010 年 9 月政策研究大学院大学連携教授、2003 年 GRIPS/FASID 共同大学院プログ

ラムディレクター、2010 年 10 月– 現在 政策研究大学院大学教授。2010 年紫綬褒章

受章。2011–2012 年世界銀行にて『世界開発報告 2013 年版：仕事』の編集委員。 

 

１. 業 績（Ａ） 

（１） 図 書（編 著） 

＊ Jonna P. Estudillo and Keijiro Otsuka (eds.) Moving Out of Poverty: An Inquiry into Inclusive 

Growth in Asia, 212p., London, UK: Routledge, 2016. 

＊ Keijiro Otsuka and Donald F. Larson (eds.) In Pursuit of an African Green Revolution: Views 

from Rice and Maize Farmers’ Fields. 208p., Dordrecht, Netherlands: Springer, 2016. 

（２） 雑誌論文 

① 単 著 

＊ Keijiro Otsuka, “How Promising Is the Rice Green Revolution in Sub-Saharan Africa? Evidence 

from Case Studies in Mozambique, Tanzania, Uganda, and Ghana.” World Food Policy, Spring 

2015, 2 (1): 36-51. (peer-reviewed) 

② 共 著 

＊ Narayan Raj Poudel, Nobuhiko Fuwa and Keijiro Otsuka, “The Impacts of a Community Forestry 

Program on Forest Conditions, Management Intensity and Revenue Generation in the Dang 

District of Nepal.” Environment and Development Economics, April 2015, 20 (2): 259-81. (peer-

reviewed) 

＊ Timothy Njeru, Yukichi Mano and Keijiro Otsuka, “Role of Access to Credit in Rice Production 

in Sub-Saharan Africa: The Case of Mwea Irrigation Scheme in Kenya.” Journal of African 

Economies, March 2016, 25 (2): 300-21. (peer-reviewed) 

（３） 学会発表 

＊ Yuko Nakano, Yuki Tanaka and Keijiro Otsuka “To What Extent Do Improved Practices 

Increase Productivity of Small-Scale Rice Cultivation in A Rain-fed Area? : Evidence from 

Tanzania.” 29th International Conference of Agricultural Economists, Milan, Italy, August 8-14, 

2015. (http://www.icae2015.org/?q=content/welcome-icae-2015) 

 

 



２. 助成金等による研究 

＊ 科学研究費補助金（基盤研究 A）「東アフリカの農村発展メカニズムの解明」研究代表

者（2015 年度～2018 年度） 

＊ 科学研究費補助金（新学術領域研究（研究領域提案型））「新興国の政治と経済発展の相

互パターンの解明」研究分担者（2013 年度～2017 年度） 

＊ 科学研究費補助金（新学術領域研究（研究領域提案型））「新興国におけるインフラ建

設、土地制度改革と教育改革の政治経済学的ミクロ実証研究」研究協力者（2013 年度

～2017 年度） 

 

３. 教 育 

（１） 講 義 

＊ Strategy of Economic Development (Spring 2015) 

（２） 演 習 

＊ Tutorial for G-cube: Micro Development Economics (Fall 2015) 

＊ Tutorial for G-cube: Micro Development Economics (Winter 2016) 

（３） 論文指導 

＊ Two-year Master’s Program of Public Policy (MP2)：修士課程 1 名（主指導 1 名、学位取得） 

＊ Policy Analysis Program：博士課程 5 名（主指導 2 名、副指導 3 名：うち 2 名学位取得） 

＊ 国家建設と経済発展プログラム：博士課程 4 名（主指導 3 名、副指導 1 名） 

＊ GRIPS Global Governance Program (G-cube)：博士課程 1 名（主指導 1 名） 

＊ 公共政策プログラム：博士課程 1 名（主指導 1 名） 

 

４. 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ 国家建設と経済発展プログラム・コミティー 

＊ One-year Master’s Program of Public Policy (MP1) Committee 

＊ Two-year Master’s Program of Public Policy (MP2) Committee 

＊ GRIPS Global Governance Program (G-cube) Committee 

 

５. 社会的貢献（Ｂ） 

（１） ジャーナリズムを通じた発言 

① 活字メディア 

＊ 「なぜ貧しい国はなくならないのか：正しい開発戦略を考える」、ロータリーの友 11 月

号、2015 年、4～8 頁 

（２） 講演会，座談会，会議出席 

＊ パネリスト：「CARD（アフリカ稲作振興のための共同体）の現状と課題」、日本学術会

議・JICA 共催公開シンポジウム「TICAD VI in Nairobi: スマート・ドナーとして何を発

信するのか？」2016 年 2 月 12 日、東京 

＊ 講演会：AGRA “In Pursuit of an African Green Revolution: Views from Rice and Maize Farmers’ 

Fields.” 2016 年 2 月 19 日、ナイロビ 

＊ 講演会：Keijiro Otsuka “Strategy for Cluster-Based Industrial Development.” プレトリア大



学、2016 年 3 月 8 日、ステレンボシュ大学 3 月 11 日、南アフリカ 

（３） その他 

＊ 大塚啓二郎、「途上国が豊かになるための発展戦略」兵庫県立大学、経済発展に関する

セミナー、2016 年 1 月 8 日 

＊ 大塚啓二郎、“Development Miracle and Income Traps: An Asian Experience.” 神戸大学、

六甲フォーラム、2016 年 2 月 15 日 


